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同
窓
会
会
長

吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部

高
木
　
　
一

（
産
業
社
会
学
科　

平
成
８
年
卒
業
）

開学20周年を迎えるにあたって
　

卒
業
生
・
在
校
生
の
皆
様
、
ま
た
本
誌
を
ご
覧
の
皆
様
方
、
本
当
に
暑

か
っ
た
二
〇
一
〇
年
の
夏
は
ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し
に
な
っ
た
で
し
ょ
う

か
？
数
年
前
の
私
自
身
の
メ
モ
を
見
返
す
と
、
こ
こ
ま
で
暑
く
猛
暑
日
が

続
い
た
年
は
無
か
っ
た
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
た
ほ
ど
の
暑
い
夏
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
平
成
二
年
の
開
学
か
ら
数
え
て
記
念
す
べ
く
二
十
年
目
の

節
目
の
年
と
な
り
、
学
園
・
大
学
を
上
げ
て
の
周
年
記
念
行
事
な
ど
の
開

催
も
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た
そ
の
節
目
の

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
る
な
か
、
同
窓

会
と
し
て
も
イ
ベ
ン
ト
開
催
へ
の
協
力
依
頼
が
あ
り
、
是
非
と
も
こ
の
記

念
す
べ
き
二
十
周
年
を
盛
り
上
げ
、
心
に
残
る
印
象
的
な
行
事
と
し
て
参

画
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
は
、
十
月
二
十
三
日
（
土
）
か
ら
開
催
さ

れ
、
十
一
月
下
旬
の
伊
賀
祭
ま
で
を
期
間
と
し
て
約
一
ヶ
月
間
、
土
曜
日
・

日
曜
日
を
利
用
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

メ
イ
ン
と
な
る
の
が
十
一
月
六
日
（
土
）
の
「
二
十
周
年
記
念
式
典
」、

そ
し
て
翌
日
に
行
う
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
（
十
一
月
七
日
）」
と
な

り
ま
す
。
十
一
月
七
日
（
日
）
に
は
、
同
窓
会
総
会
を
行
い
、
全
体
集
会
、

各
学
部
・
学
科
毎
の
集
い
な
ど
行
い
、
最
後
に
は
気
の
知
れ
た
様
々
な
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
懇
親
会
な
ど
に
も
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
計
画
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
う
し
て
企
画
し
た
こ
と
も
、
卒
業
生
の
皆
様
方
や
そ
の
ご
家
族
の
方

が
、「
久
し
ぶ
り
の
大
学
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
？
」、
ま
た

ご
自
分
も
お
子
様
に
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
卒
業
し
た
大
学
に
一
回

行
っ
て
み
る
か
！
」
な
ど
と
、
ふ
と
し
た
気
持
ち
か
ら
振
り
返
っ
て
も
ら

い
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で
、
会
と
し
て
の
価
値
が
益
々
高
ま
っ
て
ゆ
く
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
旨
に
、
こ
の
記
念
す
べ
き
二
十
周
年
の
時
に
、
是

非
ま
た
一
度
、
吉
備
国
際
大
学
へ
足
を
お
運
び
下
さ
い
。
至
ら
ぬ
点
も

多
々
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
精
一
杯
の
気
持
ち
で
皆
様
を
お
迎
え
で

き
る
よ
う
、
当
日
ま
で
準
備
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
同
窓
会
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



※学校法人高梁学園は、平成22
年度より学校法人順正学園へ
と名称変更しました。
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卒
業
生
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
健
勝

に
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
御
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
吉
備
国
際
大
学

の
同
窓
生
と
し
て
、
本
学
に
対
し
い
ろ
い
ろ
と
御
支

援
を
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
蔭
様
で
、
本
学
は
、
今
年
度
創
立
二
十
周
年
に

な
り
ま
す
。
平
成
二
年
度
に
社
会
学
部
の
み
の
単
科

大
学
と
し
て
発
足
し
た
本
学
は
、
現
在
で
は
、
六
学

部
十
三
学
科
、
大
学
院
も
通
学
制
五
研
究
科
、
通
信

制
六
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
に
ま
で
発
展
し
ま

し
た
。
同
窓
生
も
一
万
人
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
、
五

つ
の
支
部
か
ら
な
る
同
窓
会
は
、
高
木
会
長
は
じ
め

役
員
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
年
々
組
織
的
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
の
一
つ
は
中

国
上
海
支
部
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
本
学
が
国
際

大
学
と
し
て
も
発
展
し
て
い
る
証
拠
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
実
行
委
員
会
に
て
二
十
周
年
記
念
行
事
と

し
て
、
十
月
三
十
日
（
土
）
か
ら
十
一
月
二
十
一
日

（
日
）
ま
で
約
一
ケ
月
に
わ
た
り
土
曜
日
と
日
曜
日
に

七
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
メ
イ
ン
と
な
る
の
は
、
十
一
月
六
日
（
土
）
の

記
念
式
典
と
同
日
午
後
か
ら
の
記
念
講
演
で
す
。
講

師
は
、
世
界
的
に
著
名
な
数
学
者
広
中
平
祐
先
生
で

す
。
ま
た
、特
に
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
関
係
す
る
の
は
、

翌
七
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
で

す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、教
職
員
、在
校
生
、

地
域
の
人
々
が
集
う
会
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

結
び
に
、
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
か

ら
期
待
致
す
と
と
も
に
、
記
念
式
典
、
及
び
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
に
は
、
多
く
の
同
窓
生
が
参
加
さ
れ
、

皆
様
と
一
緒
に
喜
び
を
分
か
ち
あ
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
42
年	

文
部
大
臣
よ
り
学
校
法
人
高
梁
学
園
の
設
置
を
認
可
さ
れ
る	

平
成
元
年	

文
部
大
臣
よ
り
吉
備
国
際
大
学
の
設
置
を
認
可
さ
れ
る	
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成
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平
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７
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健
科
学
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社
会
福
祉
学
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を
増
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保
健
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学
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看
護
学
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学
療
法
学
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学
科
）

	

社
会
福
祉
学
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社
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保
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祉
学
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７
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大
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社
会
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９
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大
学
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社
会
学
研
究
科　

社
会
学
専
攻　

博
士
（
後
期
）
課
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を
開
設	

平
成
11
年	

大
学
院　

社
会
福
祉
学
研
究
科　

社
会
福
祉
学
専
攻　

修
士
課
程
を
開
設	

平
成
12
年	

大
学
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保
健
科
学
研
究
科　

保
健
科
学
専
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修
士
課
程
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開
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社
会
福
祉
学
部
に
３
学
科
を
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設
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保
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学
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臨
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理
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社
会
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学
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ジ
ネ
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ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
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平
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13
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大
学
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社
会
福
祉
学
研
究
科　

社
会
福
祉
学
専
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博
士
（
後
期
）
課

程
を
開
設

	

社
会
学
部
に
文
化
財
修
復
国
際
協
力
学
科
を
増
設	

平
成
14
年	

大
学
院
（
通
信
制
）
社
会
福
祉
学
研
究
科　

社
会
福
祉
学
専
攻　

修
士
課

程
を
開
設

	

社
会
福
祉
学
部
保
健
福
祉
学
科
を
健
康
ス
ポ
ー
ツ
福
祉
学
科
に
名
称
変
更

平
成
16
年	

大
学
院　

臨
床
心
理
学
研
究
科　

臨
床
心
理
学
専
攻　

修
士
課
程
を
開
設

	

政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
を
増
設	

	

政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部　

知
的
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
、
環
境
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科	

平
成
17
年	

大
学
院　

文
化
財
保
存
修
復
学
研
究
科　

文
化
財
保
存
修
復
学
専
攻
修
士

課
程
を
開
設

	

大
学
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保
健
科
学
研
究
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保
健
科
学
専
攻　

博
士
（
後
期
）
課
程
を
開
設

	

社
会
学
部
に
ス
ポ
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ツ
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学
科
を
増
設

平
成
18
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大
学
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（
後
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大
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（
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科　

臨
床
心
理
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専
攻　

博
士

（
後
期
）
課
程
を
開
設

	

大
学
院
（
通
信
制
）　

国
際
協
力
研
究
科　

国
際
協
力
専
攻　

修
士
課
程
を
開
設

	

社
会
福
祉
学
部
子
ど
も
福
祉
学
科
を
開
設

平
成
19
年	

心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
を
開
設

	

文
化
財
学
部
文
化
財
修
復
国
際
協
力
学
科
を
開
設	

平
成
20
年	

（
通
信
制
）
保
健
科
学
研
究
科　

理
学
療
法
学
専
攻　

修
士
課
程
・（
通
信

制
）
環
境
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科　

環
境
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

専
攻
修
士
課
程
・（
通
信
制
）
知
的
財
産
学
研
究
科　

知
的
財
産
学
専
攻

修
士
課
程
を
開
設

	

政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部　

知
的
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
・
環
境
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
を
国
際
環
境
経
営
学
部　

環
境
経
営
学
科
と
し
て
開
設	

平
成
21
年	

吉
備
国
際
大
学
大
学
院
（
通
信
制
）
国
際
協
力
研
究
科
を
（
通
信
制
）
連

合
国
際
協
力
研
究
科
と
名
称
変
更
し
、
九
州
保
健
福
祉
大
学
と
の
連
合
研

究
科
を
開
設

平
成
22
年	

学
校
法
人
高
梁
学
園
を
学
校
法
人
順
正
学
園
に
名
称
変
更

	

順
正
短
期
大
学
を
吉
備
国
際
大
学
短
期
大
学
部
に
名
称
変
更

	

吉
備
国
際
大
学
大
学
院
（
通
信
制
）
保
健
科
学
研
究
科
作
業
療
法
学
専
攻

修
士
課
程
を
開
設

	

吉
備
国
際
大
学
大
学
院
心
理
学
研
究
科
心
理
学
専
攻
修
士
課
程
を
開
設

	

吉
備
国
際
大
学
文
化
財
学
部
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
文
化
学
科
を
開
設

	

吉
備
国
際
大
学
大
学
院
臨
床
心
理
学
研
究
科
を
心
理
学
研
究
科
に
名
称
変
更

	

吉
備
国
際
大
学
大
学
院
（
通
信
制
）
臨
床
心
理
学
研
究
科
を
（
通
信
制
）

心
理
学
研
究
科
に
名
称
変
更

吉備国際大学

学長　藤田  和弘

　

吉
備
国
際
大
学
同
窓
生
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ

り
本
学
園
の
教
育
研
究
事
業
に
対
し
ま
し
て
格
別
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
本
学
を
巣
立
ち
、
各
分
野
で
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
同
窓
生
は
一
万
人
を
超
え
、
開
学
よ
り
二
十

年
を
迎
え
た
今
、
同
窓
会
支
部
も
岡
山
、
広
島
、
福

岡
、
大
阪
、
そ
し
て
海
外
に
は
中
国
上
海
支
部
が
立
ち

上
が
り
、
そ
の
活
動
や
規
模
は
年
々
拡
充
が
図
ら
れ
て

お
り
、私
と
い
た
し
ま
し
て
も
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
年
に
社
会
学
部
の
み
の
単
科
大
学
と
し
て

開
学
い
た
し
ま
し
た
吉
備
国
際
大
学
も
、
本
年
で
二
十

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在

は
、
社
会
学
部
に
加
え
ま
し
て
保
健
科
学
部
、
社
会
福

祉
学
部
、
国
際
環
境
経
営
学
部
、
心
理
学
部
、
文
化

財
学
部
を
設
置
し
、
学
部
を
基
礎
と
し
た
大
学
院
並

び
に
通
信
制
大
学
院
を
擁
す
る
西
日
本
屈
指
の
総
合

大
学
と
し
て
、
学
舎
や
実
習
施
設
設
備
の
拡
充
と
そ
の

発
展
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
一
重
に
同
窓
生
の

皆
様
方
の
常
日
頃
か
ら
の
、
母
校
へ
の
ご
厚
情
の
賜
物

と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
同
窓
生
の
皆
様
が
学
ば
れ
た
高
梁
の
地
に

は
、
大
変
慈
愛
豊
か
な
い
わ
ば
教
育
と
福
祉
の
パ
イ
オ

ニ
ア
達
が
育
ん
だ
土
壌
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
も
平
成
二
十
二
年
四
月
よ
り
「
高

梁
学
園
」
か
ら
「
順
正
学
園
」
へ
と
法
人
名
の
変
更
を

お
聞
き
及
び
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
現
在
の
学
園
本

部
は
、
順
正
女
学
校
の
跡
地
に
ご
ざ
い
ま
す
。
岡
山
県

下
で
初
の
女
学
校
で
あ
っ
た
順
正
女
学
校
は
、
福
西
志

計
子
と
い
う
一
人
の
偉
大
な
女
性
に
よ
り
創
設
さ
れ
、

さ
ら
に
留
岡
幸
助
、
山
室
軍
平
、
伊
吹
岩
五
郎
な
ど
、

後
の
我
が
国
の
教
育
、
福
祉
の
先
達
と
な
る
若
い
後
輩

を
育
て
た
の
も
福
西
志
計
子
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
は
じ
め
て
孤
児
の
た
め
の
岡
山

孤
児
院
を
設
立
し
、「
児
童
福
祉
の
父
」
と
呼
ば
れ
る

石
井
十
次
の
妻
、
品
子
も
順
正
女
学
校
で
学
び
、
高

梁
協
会
で
洗
礼
を
受
け
て
お
り
ま
す
し
、
石
井
十
次

自
身
も
、
し
ば
し
ば
高
梁
の
地
に
足
を
運
び
、
福
西
志

計
子
を
軸
と
し
た
留
岡
幸
助
、
山
室
軍
平
、
伊
吹
岩

五
郎
な
ど
と
の
交
流
関
係
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
石
井
十
次
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
り
晩
年
を

過
ご
し
、
孤
児
の
為
の
理
想
郷
を
建
設
し
た
宮
崎
の
地

に
は
、
系
列
校
で
あ
る
九
州
保
健
福
祉
大
学
並
び
に
九

州
保
健
福
祉
大
学
総
合
医
療
専
門
学
校
が
あ
り
、
明

治
期
の
偉
大
な
教
育
と
福
祉
の
先
達
と
本
学
園
の
設

置
校
が
所
在
す
る
高
梁
と
宮
崎
の
地
に
は
、
何
か
不
思

議
な
縁
を
感
じ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
学
園
は
、「
順
正
女
学
校
」
の
伝
統
の
灯
を
消
し

た
く
な
い
と
い
う
、
地
元
高
梁
市
か
ら
の
強
い
要
請
を

受
け
設
立
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
法
人
の
現
在
の
活
動

状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
を
視
野

に
入
れ
、
こ
の
度
法
人
名
を
変
更
す
る
こ
と
と
し
、
本

法
人
設
立
の
由
来
で
あ
る
「
順
正
女
学
校
」
か
ら
「
順

正
」
の
名
を
と
り
、「
高
梁
学
園
」
か
ら
「
順
正
学
園
」

へ
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

本
学
園
は
、
今
後
も
学
園
の
理
想
と
す
る
教
育
研

究
を
充
実
さ
せ
、
我
が
国
に
お
け
る
教
育
、
医
療
、
保

健
、
福
祉
に
お
け
る
有
能
な
人
材
養
成
を
「
学
生
一
人

ひ
と
り
の
も
つ
能
力
最
大
限
に
引
き
出
し
引
き
伸
ば

し
、
社
会
に
有
為
な
人
材
を
養
成
す
る
と
い
う
」
建
学

の
理
念
を
柱
に
邁
進
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
同
窓
生
の
皆
様
方
に
は
、
母
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
お

力
添
え
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に
あ
た

り
、
吉
備
国
際
大
学
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
同

窓
生
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

学校法人順正学園
理事長・総長

加計  美也子

吉
備
国
際
大
学
沿
革



3

昭
和
42
年	

文
部
大
臣
よ
り
学
校
法
人
高
梁
学
園
の
設
置
を
認
可
さ
れ
る	

平
成
元
年	

文
部
大
臣
よ
り
吉
備
国
際
大
学
の
設
置
を
認
可
さ
れ
る	

平
成
２
年	

吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
を
開
設　

社
会
学
部

	

国
際
社
会
学
科
、
産
業
社
会
学
科	

平
成
７
年	

保
健
科
学
部
、
社
会
福
祉
学
部
を
増
設

	

保
健
科
学
部
（
看
護
学
科
・
理
学
療
法
学
科
・
作
業
法
学
科
）

	

社
会
福
祉
学
部
（
社
会
福
祉
学
科
・
保
健
福
祉
学
科
）	

平
成
７
年	

大
学
院　

社
会
学
研
究
科　

社
会
学
専
攻　

修
士
課
程
を
開
設	

平
成
９
年	

大
学
院　

社
会
学
研
究
科　

社
会
学
専
攻　

博
士
（
後
期
）
課
程
を
開
設	

平
成
11
年	

大
学
院　

社
会
福
祉
学
研
究
科　

社
会
福
祉
学
専
攻　

修
士
課
程
を
開
設	

平
成
12
年	

大
学
院　

保
健
科
学
研
究
科　

保
健
科
学
専
攻　

修
士
課
程
を
開
設

	

社
会
福
祉
学
部
に
３
学
科
を
増
設
（
精
神
保
健
福
祉
学
科
・
臨
床
心
理
学

科
・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
科
）

	

社
会
学
部
産
業
社
会
学
科
を
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
名
称
変
更

平
成
13
年	

大
学
院　

社
会
福
祉
学
研
究
科　

社
会
福
祉
学
専
攻　

博
士
（
後
期
）
課

程
を
開
設

	

社
会
学
部
に
文
化
財
修
復
国
際
協
力
学
科
を
増
設	

平
成
14
年	

大
学
院
（
通
信
制
）
社
会
福
祉
学
研
究
科　

社
会
福
祉
学
専
攻　

修
士
課

程
を
開
設

	

社
会
福
祉
学
部
保
健
福
祉
学
科
を
健
康
ス
ポ
ー
ツ
福
祉
学
科
に
名
称
変
更

平
成
16
年	

大
学
院　

臨
床
心
理
学
研
究
科　

臨
床
心
理
学
専
攻　

修
士
課
程
を
開
設

	

政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
を
増
設	

	

政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部　

知
的
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
、
環
境
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科	

平
成
17
年	

大
学
院　

文
化
財
保
存
修
復
学
研
究
科　

文
化
財
保
存
修
復
学
専
攻
修
士

課
程
を
開
設

	

大
学
院　

保
健
科
学
研
究
科　

保
健
科
学
専
攻　

博
士
（
後
期
）
課
程
を
開
設

	

社
会
学
部
に
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
科
を
増
設

平
成
18
年	

大
学
院　

臨
床
心
理
学
研
究
科　

臨
床
心
理
学
専
攻　

博
士
（
後
期
）
課

程
を
開
設

	

大
学
院
（
通
信
制
）　

臨
床
心
理
学
研
究
科　

臨
床
心
理
学
専
攻　

博
士

（
後
期
）
課
程
を
開
設

	

大
学
院
（
通
信
制
）　

国
際
協
力
研
究
科　

国
際
協
力
専
攻　

修
士
課
程
を
開
設

	

社
会
福
祉
学
部
子
ど
も
福
祉
学
科
を
開
設

平
成
19
年	

心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
を
開
設

	

文
化
財
学
部
文
化
財
修
復
国
際
協
力
学
科
を
開
設	

平
成
20
年	

（
通
信
制
）
保
健
科
学
研
究
科　

理
学
療
法
学
専
攻　

修
士
課
程
・（
通
信

制
）
環
境
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科　

環
境
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

専
攻
修
士
課
程
・（
通
信
制
）
知
的
財
産
学
研
究
科　

知
的
財
産
学
専
攻

修
士
課
程
を
開
設

	

政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部　

知
的
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
・
環
境
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
を
国
際
環
境
経
営
学
部　

環
境
経
営
学
科
と
し
て
開
設	

平
成
21
年	

吉
備
国
際
大
学
大
学
院
（
通
信
制
）
国
際
協
力
研
究
科
を
（
通
信
制
）
連

合
国
際
協
力
研
究
科
と
名
称
変
更
し
、
九
州
保
健
福
祉
大
学
と
の
連
合
研

究
科
を
開
設

平
成
22
年	

学
校
法
人
高
梁
学
園
を
学
校
法
人
順
正
学
園
に
名
称
変
更

	

順
正
短
期
大
学
を
吉
備
国
際
大
学
短
期
大
学
部
に
名
称
変
更

	

吉
備
国
際
大
学
大
学
院
（
通
信
制
）
保
健
科
学
研
究
科
作
業
療
法
学
専
攻

修
士
課
程
を
開
設

	

吉
備
国
際
大
学
大
学
院
心
理
学
研
究
科
心
理
学
専
攻
修
士
課
程
を
開
設

	

吉
備
国
際
大
学
文
化
財
学
部
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
文
化
学
科
を
開
設

	

吉
備
国
際
大
学
大
学
院
臨
床
心
理
学
研
究
科
を
心
理
学
研
究
科
に
名
称
変
更

	

吉
備
国
際
大
学
大
学
院
（
通
信
制
）
臨
床
心
理
学
研
究
科
を
（
通
信
制
）

心
理
学
研
究
科
に
名
称
変
更

　

吉
備
国
際
大
学
で
は
、エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
（
Ｅ
Ａ
21
）
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
Ｅ
Ａ
21
活
動
と
は
、
環
境
省

が
推
進
し
て
い
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
、

廃
棄
物
発
生
量
の
削
減
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
、
資
源
使
用
量
の
削
減
な
ど
の

活
動
を
行
い
、
大
学
の
活
動
全
体
を
環

境
に
配
慮
し
た
も
の
に
し
よ
う
と
す
る

活
動
で
す
。
吉
備
国
際
大
学
は
、
Ｅ
Ａ

21
中
央
事
務
局
か
ら
、
岡
山
県
内
の
大

学
と
し
て
は
初
め
て
、
全
国
で
は
６
番

目
の
大
学
と
し
て
Ｅ
Ａ
21
の
認
証
を
受

け
ま
し
た
。

　

吉
備
国
際
大
学
で
は
教
職
員
が
Ｅ
Ａ

21
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
環
境
へ
の

負
荷
を
減
ら
す
活
動
及
び
環
境
教
育
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
学
生

も
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
学
生
委
員
会（
愛

称
：
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
）
を
組

織
し
、
教
職
員
と
一
体
と
な
っ
て
環
境

配
慮
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大

学
で
の
Ｅ
Ａ
21
活
動
で
は
、
大
学
構
成

員
の
人
数
と
し
て
圧
倒
的
多
数
を
誇
る

学
生
の
参
加
が
不
可
欠
で
、
認
証
審
査

の
現
地
審
査
に
お
い
て
審
査
人
か
ら
、

私
た
ち
の
活
動
が
と
て
も
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
三
年
ま
で
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
代
表
も
務
め
ま

し
た
。
大
学
全
体
が
エ
コ
に
つ
い
て
考

え
行
動
し
て
欲
し
い
、
も
っ
と
活
動
を

活
発
に
し
た
い
、
大
き
な
ク
ラ
ブ
に
し

て
い
き
た
い
、
皆
を
ま
と
め
て
引
っ

張
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
ど
代

表
の
間
は
日
々
希
望
と
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
不
安
や
問

題
点
を
一
人
で
抱
え
込
む
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
し
た
が
、
活
動
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
は
何
で
も
一
人
で
す
る
の
で

は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
を
ど

れ
だ
け
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が

重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
を
通
し
て
普

段
あ
ま
り
関
わ
り
の
な
い
学
部
の
後
輩

や
違
う
学
部
の
人
た
ち
と
も
親
密
な
繋

が
り
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
こ
の
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て
良
か
っ
た
、
代
表
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
全

国
の
大
学
で
最
初
に
Ｅ
Ａ
21
の
認
証
を

取
得
し
た
山
口
県
立
大
学
の
エ
コ
ア
ク

シ
ョ
ン
学
生
委
員
会
と
の
交
流
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
活
動
、
教
室
内
の
ゴ
ミ
拾
い

活
動
、
乾
電
池
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
、
週
一
回
の
環
境
啓
発
放
送
、
廃

食
用
油
で
作
成
し
た
ロ
ウ
ソ
ク
を
使
っ

た
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
な
ど
の
多
く
の

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
代
表
を
次
の
世
代
へ
受
け
継

ぎ
ま
し
た
が
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

に
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
活
動

内
容
に
変
化
が
現
れ
、
更
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
た
ク
ラ
ブ
へ
と
変
化
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
大
き

な
ク
ラ
ブ
に
な
っ

て
い
っ
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
ま

す
。

エコアクション
クラブの取組
吉備国際大学
環境リスクマネジメント学科４年

高　取　萌　子

2001年社会福祉学科卒

樋口由起子

　

吉
備
国
際
大
学
創
立
二
十
周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
社
会
福
祉
学
部
を
卒
業
後
、
修
士
課
程
に
進

学
し
、
内
田
節
子
先
生
ご
指
導
の
も
と
、
現
場
で
即
戦

力
と
な
れ
る
よ
う
に
と
知
識
の
習
得
に
励
み
ま
し
た
。

学
生
時
代
に
読
ん
だ
専
門
書
の
数
々
は
、
多
く
の
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、内
田
先
生
か
ら
は「
何

が
彼
を
そ
う
言
わ
せ
て
い
る
の
か
。
真
の
ニ
ー
ズ
は
何

か
」
と
、
本
当
に
多
く
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
求
め
ら
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

が
ん
対
策
基
本
法
が
平
成
十
九
年
に
制
定
さ
れ
、
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
全
国
の
が
ん
診
療
拠
点
病
院
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
の
現
場
で
は
、
チ
ー
ム
医
療
が

非
常
に
重
要
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
専

門
職
と
し
て
の
言
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
学
生
時
代
に

培
っ
た
専
門
職
と
し
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
は
、
が
ん

患
者
の
相
談
員
と
し
て
働
く
私
の
現
場
で
、
実
践
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
後
輩
に
「
真
の
ニ
ー
ズ
は
何
？
」
と

投
げ
か
け
る
私
も
い
ま
す
。
友
人
と
の
出
会
い
も
と
て

も
大
き
な
財
産
で
す
。
今
で
も
、
数
年
に
一
度
は
、
十

人
の
メ
ン
バ
ー
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
辛
い
時
に
は
悲

し
み
を
半
分
に
し
て
く
れ
、
楽
し
い
時
、
喜
び
は
倍
に

し
て
く
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

学
生
時
代
を
ど
う
過
ご
す
か
？
大
学
で
は
基
礎
知
識

を
着
実
に
学
ん
で
、
専
門
職
と
し
て
の
使
命
を
果
た
せ

る
人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

平
成
十
三
年　

吉
備
国
際
大
学
社
会
福
祉
学
部

　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
学
科
卒
業

平
成
十
五
年　

吉
備
国
際
大
学
院
社
会
福
祉
学

　
　
　
　
　
　

研
究
修
士
課
程
修
了

独
立
行
政
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

中
央
病
院
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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吉
備
国
際
大
学
開
学
二
十
周
年
記

念
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
吉
備
国
際
大
学
で
充
実
し
た
四

年
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
、
こ
の
大
学

に
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
鹿
児
島
県
か
ら
吉
備
国
際
大

学
に
入
学
し
、
当
初
は
学
校
・
部
活
・

一
人
暮
ら
し
と
慣
れ
な
い
生
活
と
環
境

で
、
大
変
つ
ら
い
思
い
も
し
ま
し
た
が
、

そ
の
経
験
す
べ
て
が
私
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
科
に

在
籍
し
、
あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
先
生
方
か
ら
授
業
の
内
容

だ
け
で
な
く
、
社
会
に
出
て
か
ら
必
要

な
こ
と
も
た
く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

部
活
で
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
に
所

属
し
「
日
本
一
」
を
目
標
に
日
々
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
目
標
の
「
日
本
一
」

を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
こ
と
や
仲
間
の
大
切
さ
を
一
番
知
る

こ
と
の
で
き
た
四
年
間
で
し
た
。
ま
た

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
日
本
女
子
代
表
に

も
選
ば
れ
、
世
界
二
位
と
な
り
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
で
き
ま
し
た
。
世
界
で
の
戦

い
は
苦
し
い
物
で
し
た
が
、
精
神
的
に

も
逞
し
く
な
れ
ま
し
た
。

　

現
在
私
は
、
高
校
の
事
務
を
し
な

が
ら
岡
山
湯
郷
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
と
い
う
Ｌ

リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

そ
の
各
々
の
現
場
で
は
学
生
生
活
で
学

ん
だ
こ
と
は
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
備
国
際
大
学
で
出
会
っ
た

人
す
べ
て
の
人
が
い
た
か
ら
こ
そ
今
の

私
が
あ
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
吉
備
国
際

大
学
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
ご
活
躍
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
国
地
区
大
学
野
球
連
盟
三
十
周
年
日
米
交

流
戦
と
は
、
吉
備
国
際
大
学
硬
式
野
球
部
が
所

属
し
て
い
る
中
国
地
区
大
学
野
球
連
盟
の
五
年

に
一
度
の
記
念
行
事
で
す
。
連
盟
に
所
属
し
て
い

る
各
大
学
の
選
抜
選
手
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
ア
メ

リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
遠
征
に
行
き
、
日
本
代
表

と
し
て
日
米
交
流
戦
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
、
昨

年
の
春
、
秋
の
リ
ー
グ
戦
の
準
優
勝
の
成
績
か
ら

コ
ー
チ
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吉
備
国
際
大
学
か
ら
も
六
名
選
抜
選
手
と
し
て
、

日
の
丸
を
背
負
い
戦
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
は
全
部
で
三
試
合
の
交
流
戦
で
し
た
。
ア

メ
リ
カ
の
大
学
生
の
六
月
は
長
期
休
暇
期
間
に

な
り
、
野
球
を
や
っ
て
い
る
大
学
生
は
、
各
地

区
で
行
わ
れ
て
い
る
選
抜
チ
ー
ム
で
構
成
さ
れ
た

リ
ー
グ
戦
に
参
加
し
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
そ
の
中
で
も
、
レ
ベ
ル
の
高
い
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
の
リ
ー
グ
戦
に
日
本
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
特

別
参
加
し
ま
し
た
。
一
戦
目
の
チ
ー
ム
は
来
年
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
ド
ラ
フ
ト
で
指
名
が
決
ま
っ
て

い
る
投
手
が
お
り
、
完
敗
で
し
た
。
二
戦
目
、
三

戦
目
は
中
国
地
区
選
抜
チ
ー
ム
も
、
連
携
や
サ
イ

ン
プ
レ
ー
が
う
ま
く
行
き
、
勝
利
し
ま
し
た
。
結

果
２
勝
１
敗
と
言
う
結
果
で
し
た
。

　

私
は
こ
の
大
会
で
多
く
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
普
段
は
吉
備
国
際
大
学
の
選
手

達
と
共
に
日
々
練
習
を
行
い
大
会
に
臨
む
の
で
す

が
、
今
回
は
各
大
学
の
選
抜
選
手
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
で
行
う
大
会
だ
っ
た
の
で
、
い
く
ら
技

術
が
優
れ
て
い
る
選
手
の
集
ま
り
で
も
、
一
人
ひ

と
り
の
考
え
が
違
う
と
チ
ー
ム
は
な
か
な
か
機

能
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
共
に
生
活
し
会

話
し
戦
う
こ
と
に
よ
り
、
自
然
と
勝
つ
為
に
必
要

な
言
動
、
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
短
期

間
の
選
抜
チ
ー
ム
で
す
が
、
三
戦
目
が
終
わ
る
頃

に
は
本
当
の
戦
う
集
団
（
チ
ー
ム
）
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
や
は
り
団
体
競
技
は
チ
ー
ム
力
が
何
よ
り
も
大
事

だ
と
私
は
改
め
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
目
標
の

元
に
、
野
球
を
と
こ
と
ん
練
習
す
る
こ
と
も
大
事
で
す

が
、
大
学
生
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
以
外
の
学
校
、
普
段
の

生
活
で
、
お
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
を
話
し
、
理
解
し

あ
え
る
仲
間
や
集
団
（
チ
ー
ム
）
に
な
る
こ
と
が
い
か

に
大
事
か
わ
か
り
ま
し
た
。吉
備
国
際
大
学
の
学
生
も
、

他
の
全
国
の
大
学
生
も
、
ア
メ
リ
カ
の
学
生
も
同
じ
な

の
は
時
間
で
す
。
環
境
は
違
っ
て
も
、
時
間
を
ど
の
よ

う
に
使
う
か
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
四
年
前
に
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
国
際

社
会
学
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。学
生
時
代
の
四
年
間
の
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
、
出
会
い
、
学
ん
だ
こ
と
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
今
こ
う
し
て
母
校
で
野
球
の
指
導
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
今

は
、
学
生
の
大
事
な
時
間
を
、
野
球
を
通
じ
て
共
有
し

て
い
ま
す
。
大
学
も
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
中
国
地
区
で
優
勝
し
、
神
宮
大
会
へ
出
場
で

き
る
よ
う
に
日
々
の
時
間
を
学
生
時
代
と
同
様
に
大
事

に
し
て
い
き
ま
す
。

2007年国際社会学科卒
吉備国際大学硬式野球部

監督　羽野　真哉

同
窓
生
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今
年
も
伊
賀
祭
の
シ
ー
ズ
ン
が
近
付
い
て
き
ま

し
た
。

　

吉
備
国
際
大
学
創
立
二
十
周
年
と
い
う
、
と
て

も
素
敵
な
年
に
委
員
長
と
し
て
仕
事
が
で
き
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
十
一
月
二
十
日
（
土
）、
二
十
一
日

（
日
）
の
二
日
間
の
日
程
で
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
二
十
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
盛

大
に
皆
さ
ん
が
楽
し
め
思
い
出
に
残
る
伊
賀
祭

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
テ
ー

マ
は
、
何
か
新
し
い
こ
と
や
復
活
さ
せ
た
い
企

画
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
「
進
化

２
０
１
０
」
と
し
、「
夢
へ
と
き
め
け　

明
日
へ

き
ら
め
け　

ハ
ジ
ケ
ロ
伊
賀
祭
」
と
な
り
ま
し

た
。

　

さ
て
、
今
年
も
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
様
々
な
企
画
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

短
大
体
育
館
で
は
、
今
年
も
「
学
科
ブ
ー
ス
」
を

し
、
二
十
周
年
記
念
で
の
学
友
会
で
の
活
動
に
つ

い
て
も
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
他
に
も
、
様
々
な

企
画
が
あ
り
ま
す
の
で
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
エ
コ
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

実
行
委
員
の
人
数
も
減
り
ま
し
た
が
、
実
行
委

員
同
士
の
交
流
が
多
く
、
仲
良
く
楽
し
い
伊
賀
祭

メ
ン
バ
ー
で
一
生
懸
命
準
備
し
、
ご
来
場
し
て
頂

い
た
皆
さ
ん
が
楽
し
く
思
い
出
と
な
る
よ
う
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
、
実
行
委
員
一
同
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
、お
越
し
下
さ
い
。

　

今
年
度
の
伊
賀
祭
は
、
何
か
今
ま
で
に
な
い
新

し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う
考
え
を
基
に
、「
進

化
２
０
１
０
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
方
と
学
生
を
始
め
と
し
て
、
今
ま
で
以

上
に
交
流
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
よ
う

な
景
品
を
用
意
す
る
予
定
な
の
で
、
是
非
皆
さ
ん

挑
戦
し
て
み
て
下
さ
い
。
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　

伊
賀
祭
を
通
し
て
、
沢
山
の
交
流
が
う
ま
れ
、

ま
た
今
ま
で
と
少
し
違
っ
た
伊
賀
祭
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
と
実
行
委
員
一
同
幸
い
で
す
。

　

ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
皆
さ
ん
が
気
に
な
っ
て
い
る
プ
ロ

コ
ン
サ
ー
ト
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
「m

oum
oon

」

に
決
定
し
ま
し
た
。「m

oum
oon

」は
ボ
ー
カ
ル
・

作
詞
の
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ
さ
ん
と
楽
曲
制
作
担
当
の
柾
昊

佑
さ
ん
の
二
人
組
で
す
。
優
し
く
可
愛
ら
し
い
歌

声
で
と
て
も
安
ら
ぎ
ま
す
。

　

開
催
日
程
は
伊
賀
祭
初
日
の
二
十
日
（
土
）、

開
場
十
五
時
三
十
分
、
開
演
十
六
時
三
十
分
で

す
。
チ
ケ
ッ
ト
価
格
は
、前
売
り
が
一
三
〇
〇
円
、

当
日
一
五
〇
〇
円
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
三
大
企
画
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
、

盛
り
上
が
る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
は

混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
下
さ

い
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　　

今
年
の
大
学
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
カ
ッ
プ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
、
ミ
ス
コ
ン
、
ビ
ン
ゴ
を
目
玉
と
し
て
企

画
を
考
え
て
い
ま
す
。
ビ
ン
ゴ
で
は
、国
内
旅
行
・

海
外
旅
行
、
ま
た
そ
れ
以
外
に
も
昨
年
に
引
き
続

き
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

生
徒
も
市
民
の
方
に
も
楽
し
め
る
企
画
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

　　

伊
賀
祭
で
は
エ
コ
活
動
の
一
貫
と
し
て
、
プ
ル

タ
ブ
や
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

集
め
た
プ
ル
タ
ブ
や
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
、
新
た
な
物
が
作
ら
れ
ま
す
。

　

エ
コ
活
動
に
は
一
人
一
人
の
意
識
や
協
力
が
積

み
重
な
る
こ
と
に
よ
り
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
身
近
な
こ
と
か
ら
エ
コ
に
結
び

つ
け
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
け
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。
エ
コ
に
協
力
し
て
、
環
境
に
つ
い
て
身

近
な
こ
と
か
ら
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

伊 賀 祭 ２ ０ 1 0

委
員
長

清
中
万
理
乃

副
委
員
長

竹
内
　
彩
香

プ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
代
表

松
本
　
　
栞

大
学
企
画
代
表

影
井
　
奈
央

エ
コ
代
表

石
川
　
実
紀

平
成
22
年
度　

伊
賀
祭
Ｐ
Ｒ

～
学
生
実
行
委
員
か
ら
卒
業
生
の
皆
様
へ
～

第43回伊賀祭プロコンサート

moumoon
代表曲：「Sunshine Girl」

資生堂「ANESSA」のCMソング
ライブ日程

開催日：平成22年11月20日（土）
会　場：順正学園第2体育館
開　場：15:30～　　開　演：16:30～
チケット代：前売り1,300円、当日1,500円
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吉備国
際

大学の

20年
開学前の吉備国際大学

（1990年）

第１回入学宣誓式（1990年）

建築中の６、７号館および体育館（1994年）

開学記念祝賀会（1990年）

「開学当時は６、７号館や第２体育館
はまだありませんでした」

「社会学部のみの単科大学として、吉備
国際大学はスタートしました」

「これら校舎の完成とともに、95年保健科学部、社会福祉学部が誕生しました」

「現在６、７号館や第２体育館の建っ
ている場所で盛大に行われました」

01

03

04

02
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エスカレーターの完成（2000年）

開学10周年記念講演会の様子（2000年）

KIBI SQUARE‐開空‐の完成（2005年）

現在の吉備国際大学（2010年）

「エスカレーターの完成で、キャンパス内の移動がずいぶん楽
になりました。完成当時は、まだ屋根がありません」

「高梁市出身で文部事務次官（当時）の小野元之先生
をお招きし、10周年記念講演を開催した時の様子です」

「学生広場であるKIBI SQUARE‐開空‐が完成し、キャ
ンパスのランドマークができました」

「現在は15の校舎にクラブハウス（求道一心舎）まで建ち、
開学時に比べるとその規模は何倍にもなりました。」

05

06

07

08
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　本学大学院では、通信制の研究科を現在６研究科開設しております。この通信制大学院は、働きながらのキャリアアップや生涯学習として、広く様々
な方に高等教育を受ける機会を提供しております。全国各地で、ご活躍されている卒業生の皆様！！　通信教育はスクーリングもありますが、基本
的には在宅で出来る学習システムなので、興味のある方は、お気軽に通信教育事務室までお問合せ下さい。（パンフレット等の資料は無料でお送りい
たします。）なお、卒業生への特典として入学金（15万円）免除の制度があります！！
　また、今年度より順正短期大学が吉備国際大学短期大学部に名称変更し、専攻科（通信制）メディカルビューティー専攻（１年制）を開設してお
ります。アロマテラピー、メディカルハンドフットケア、代替医療、スピリチュアリズム等の授業を開講し身体的な癒しにとどまらないトータルな癒
しの実践を目的に開設しております。なお、特別聴講生を随時募集しております。

＜吉備国際大学大学院（通信制）＞

研究科名 概要

社会福祉学研究科（修士課程）
☆社会福祉従事者のリカレント教育と、高度なスペシャリストの養成。
　募集定員：１０名　　　修業年限：２年

国際協力研究科（修士課程）
☆国際社会の近未来を担う、高度実践者の養成。
　募集定員：　７名　　　修業年限：２年

環境リスクマネジメント研究科（修士課程）
☆社会科学と自然科学の両面から「持続可能な発展」の推進に必要な環境リスクマネジメントを探求する。
　募集定員：１０名　　　修業年限：２年

知的財産学研究科（修士課程）
☆特許権・著作権などを活かすエキスパートを養成。
　募集定員：３０名　　　修業年限：２年

保健科学研究科理学療法学専攻(修士課程)
☆リサーチマインド&メソッド 臨床における疑問を研究で解く。
　募集定員：１５名　　　修業年限：２年

保健科学研究科作業療法学専攻（修士課程）
☆理論に基づいた作業療法実践をサポートし、臨地業務と両立できる大学院教育。
　募集定員：１０名　　　修業年限：２年

臨床心理学研究科（博士課程）
☆「こころ」の歪みが生む社会問題に対処する、高水準の専門性と技能を培っていく。
　募集定員：　３名　　　修業年限：３年

＜吉備国際大学短期大学部＞

専攻科名 概要

専攻科（通信制）メディカルビューティー専攻

☆ 「知識とホスピタリティ・マインドを兼ね備えたスペシャリストを目指す方」や「いつまでも健康で美しくあり
たいと思うすべての方に」心のケアと美容の知識を学んでいただきます。

☆医療・福祉従事者及び美容関係職種の方が入学されています。
　募集定員：４０名　　　修業年限：１年

【お問合せ先】通信教育事務室（吉備国際大学・吉備国際大学短期大学部）
　　　　　　住　　所：〒716-8508　岡山県高梁市伊賀町８　　　E-mail：tsushin@office.kiui.ac.jp
　　　　　　電話番号：0866-22-3654　　　　　　　　　　　　吉備国際大学・吉備国際大学短期大学部HP：http://kiui. jp

UNIVERSAL PASSPORT
　吉備国際大学では、現在、在学生がインターネットで求人票を閲覧できるようUNIVERSAL PASSPORTを運営しています。送ら

れてくる各企業･施設･病院等の求人を閲覧できます。閲覧希望の卒業生のみなさんにもIDとパスワードを発行しています。ただし、転職

の斡旋（現職中）はしていませんので、ご理解のほどよろしくお願いします。キャリアサポートセンターでは、閲覧の他、履歴書の書き方、

面接対策についても相談に応じていますのでお気軽に、ご相談ください。また、転職された場合にもご一報ください。卒業生のみなさんの

ご活躍状況などお聞かせくだされば、在学生の励みにもなるかと思います。

お問い合わせ先 TEL：０８６６－２２－８０３７
FAX：０８６６－２２－８７４６

吉備国際大学キャリアサポートセンター
E-mai l：shushoku@office.k iu i .ac . jp
開業時間　９：２０～１８：３０
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●このコーナーでは後輩の部活動の 
　活躍を載せています。 平成２２年度 吉備国際大学　学友会活動状況（８月現在）

（歳入） （単位　円）
項　　　目 予　算　額 決　算　額 増　　減 付　　　記

前 年 度 繰 越 金 71,210,599 71,210,599 0 ※内 5,000,000定期預金

同  窓  会  費 4,800,000 1,800,000 △ 3,000,000 150人×12,000円

雑  収  入 250,000 50,787 △ 199,213 総会等会費､預金利息等

収 益 事 業 収 入 1,200,000 1,287,795 87,795 自動販売機売上

歳  入  合  計 77,460,599 74,349,181 △ 3,111,418

（歳出） （単位　円）
項　　　目 予　算　額 決　算　額 増　　減 付　　　記

１． 会 議 費 400,000 51,150 348,850 定期総会経費

２． 旅 費 交 通 費 300,000 1,900 298,100 吉備入学式外部出席者旅費

３． 通 信 費 700,000 373,472 326,528 会報誌・定期総会案内等　送料

４． 印 刷 製 本 費 700,000 565,347 134,653 会報誌作成，封筒・振込用紙等印刷

５． 消 耗 品 費 100,000 734 99,266 事務用品

６． 人 件 費 100,000 0 100,000

７． 手 数 料 10,000 5,040 4,960 振込手数料

８． 広 告 費 150,000 0 150,000

９． 委 託 費 1,000,000 28,500 971,500 決算委託料

10． 機 器 備 品 費 300,000 0 300,000

11． 支 部 会 補 助 費 1,000,000 0 1,000,000

12． 学 生 援 助 費 2,000,000 1,119,392 880,608 伊賀祭、クリスマスイルミネーション企画　等

13． 自 販 機 事 業 支 出 600,000 700,000 △ 100,000 自動販売機設置費

14． 公 租 公 課 200,000 254,700 △ 54,700 法人事業税 等

15． 雑 費 500,000 45,750 454,250

16． 予 備 費 1,000,000 0 1,000,000

17． 次 年 度 繰 越 金 68,400,599 71,203,196 △ 2,802,597 ※内 5,000,000定期預金

歳  出  合  計 77,460,599 74,349,181 3,266,118

平成20年度期同窓会決算書
(期間…平成20年10月1日～平成21年9月30日)

（平成21年9月30日現在）

【最優秀スポーツ賞】
◎女子サッカー部（個人）
☆第25回ユニバーシアード競技大会2009出場　（6/30 ～ 7/12）準優勝
　社会学部スポーツ社会学科４年　高橋　　悠
　社会学部スポーツ社会学科３年　中出ひかり
　社会学部スポーツ社会学科３年　菅原　未紗
　社会学部スポーツ社会学科３年　磯金みどり

☆大学女子サッカー地域対抗戦2009出場　（3/2 ～ 3/4）優勝
　社会学部スポーツ社会学科４年　坂本　珠梨
　社会学部スポーツ社会学科４年　中島亜弥香
　社会学部スポーツ社会学科４年　中村　千春
　社会学部スポーツ社会学科４年　青島　　雅
　社会学部スポーツ社会学科４年　塚本　瑞樹
　社会学部スポーツ社会学科４年　西村　　望
　社会学部スポーツ社会学科４年　田中悠紀子
　社会福祉学部社会福祉学科４年　高橋　奈那
　社会学部スポーツ社会学科３年　杉本　恵理
　保健科学部看護学科２年　　　　永田美由希
　社会福祉学部子ども福祉学科２年　池田奈里美
　社会福祉学部子ども福祉学科２年　成合　　瞳
　社会学部スポーツ社会学科２年　　東　　美希
　社会学部スポーツ社会学科２年　　尾山　沙希

☆AFC U-19女子サッカー選手権出場（7/20 ～ 8/13）優勝
　社会福祉学部子ども福祉学科１年　髙橋　千帆
　
【スポーツ優秀賞】
◎女子サッカー部（個人）
☆トキめき新潟国体サッカー競技成年女子（9/26 ～ 10/1）
　鹿児島県代表として　3位
　社会学部スポーツ社会学科１年　野間文美加

☆トキめき新潟国体サッカー競技成年女子
   （9/26 ～ 10/1）北海道代表として　４位
　社会福祉学部子ども福祉学科４年　目黒　　宝

☆全日本錬心舘空手道選手権大会出場　準優勝
　社会学部スポーツ社会学科４年　谷　世里奈

【スポーツ功労賞（個人）】　
◎少林寺拳法部（個人）

☆少林寺拳法全日本大会2009　IN青い森出場（10/11）　7位
　心理学部臨床心理学科３年　尾崎　可夢伊
　保健科学部理学療法学科２年　濱尾　英史
　＊少林寺拳法岡山県大会　優勝（組演武　一般男子初段の部）

◎体操競技部（個人）
☆第63回全日本学生体操競技選手権大会（9/13 ～ 9/17）　予選敗退
　社会学部スポーツ社会学科３年　表　直希
　　＊西日本学生体操競技選手権大会　個人65位

【スポーツ功労賞（団体）】
◎女子サッカー部（団体）
☆第31回全日本女子サッカー選手権大会出場（12/6 ～ 1/1）　２回戦敗退
　　＊全日本女子サッカー選手権大会中国地区予選　優勝

☆ 第18回全日本大学女子サッカー選手権大会（11/28 ～ 1/6）予選敗退
　（予選リーグ2位）
　　＊全日本大学女子サッカー選手権大会中国地区予選　優勝

◎ソフトテニス部（団体）
☆ 第29回全日本大学ソフトテニス王座決定戦　女子団体出場　予選リーグ

敗退 （吉川・福代・土戸・大山・山中）
　　＊中国学生女子団体リーグ戦　優勝

◎軟式野球部（団体）
☆第32回全日本大学軟式野球選手権大会出場（8/7 ～ 8/11）１回戦敗退
　　＊中国地区大学軟式野球連盟春季リーグ　優勝

◎アーチェリー部（団体）
☆ 第48回全日本学生アーチェリー男子王座決定戦出場（6/27 ～ 6/28）
　１回戦敗退　（長友・井上・西田・梶谷）
　＊中国四国学生アーチェリー王座決定戦　準優勝

◎サッカー部（団体）
☆全国社会人サッカー選手権大会出場（10/17 ～ 10/21）１回戦敗退
　　＊全国社会人サッカー選手権大会中国地域予選会　第１代表

【特別賞】
☆ 第25回ユニバーシアード競技大会2009監督として出場　（6/30 ～ 7/12）

準優勝
　　社会学部スポーツ社会学科　助教　　太田　真司

※　☆は世界大会・全国大会　　＊は予選大会
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卒業生寄稿募集について

11
2010

OCTOBER

KIBI  International  University  news 事 務 局 だ よ り

編集後記

　はじめての卒業生が社会でご活躍されるようになって、早くも11年
以上が経過しました。
　多くの卒業生の方々が、社会で様々な経験をされ、また、ふとしたこ
とから吉備国際大学での在学期間を振り返られることもあるかと思いま
す。
　そんな皆様の現在のご活躍、ご家族にあった楽しい出来事、在学期間
に高梁の地で経験されたエピソードや、在学生に向けた温かいエールな
ど、いろいろな卒業生の方のお声を、会報誌に綴ってみませんか？皆様
の積極的なお声をお待ち致しております。
　我こそはと思われる方は是非、在籍された学部・学科及び氏名を明記
の上、下記のメールアドレスまで、一度、ご一報下さい。お待ち致して
おります。

　E-mai lアドレス；kiu_mate@office.k iu i .ac . jp

社会福祉士模擬試験のご案内

　今年度は記念すべき大学開学20周年を迎える記念号となりました。
作成に取り掛かった今年の夏は、猛暑続きの本当に暑い夏で、いろいろ
な意味で記憶に残る年になったと思います。さて、開学から20年も迎
えると、卒業生も1万名を超えるようになり、全国各地、そして様々な
分野で活躍されている卒業生の方にお会いする機会も増えたように思い
ます。今号でも、いろいろな分野で活躍される方々に寄稿をいただきま
したが、こうして活躍される方が吉備国際大学の卒業生として社会に発
信していただけることを、私も卒業生の一人として誇りに思っていま
す。
　こうした卒業生の方々を見本に、在学生の皆さんはこれからの学生生
活を悔いなく過ごすことを期待し、また、これから吉備国際大学に入学
を希望する方々には、希望を持って入学できる大学として、多くの方々
と卒業生の仲間として会えることを切望します。
　これからも、多くの卒業生の方々の活躍を発信できればと考えていま
すので、今後ともご協力をお願いいたします。

子弟入学制度についてのご案内

掲示板

　卒業生の皆様は、吉備国際大学を巣立たれ、現在は社会の一員としてご活
躍されていることと思います。
　本学では、社会福祉士を目指す卒業生の皆様に、国家試験合格のためのサ
ポートとして模擬試験の案内をいたします。

同期会・県支部会等への協力について
　これまで同窓会事務局では、岡山支部、広島(中国地区)支部、福岡(九州・沖
縄地区)支部、大阪(関西地区)支部を立ち上げ、卒業生の方々が少しでも集える
場の提供を行ってきました。これまでは卒業生数もまだ少なく、県単位や学科単
位での開催も困難でしたが、卒業生数も増え、お住まいの県や近隣での支部会や
同期会開催への期待の声が聞こえ始めました。そこで事務局では、出来る限り皆
様の要望に応え協力できる形を探っています。企画や案内等発送業務の援助、協
賛金等の援助など、いろいろな形でご協力できることがあるかと思います。

《例えばこんな場合に！》
★平成○年度卒の△△△学科の卒業生を集めた同期会を開催したい。
★クラブ・サークルの創立○周年を記念した記念会を開催したい。
★□□□学部や×××学科全体での研究会や懇談会を開催したい。　etc･･･

《ご協力にあたって！》
★同窓会員として登録のある方が発起人や代表者であること。
　（非会員の方であれば、事前にご入会をお願い致します。）
★ご案内の対象者が10名や20名など、少人数の場合への協力は原則行ってお

りません。この場合は、同窓会事務局発行の卒業生名簿により各自で実施下
さればと思います。（ご案内対象者を原則100名以上と考えていますが、相
談に応じますのでご連絡下さい。）

★協力・協賛にあたっては、非会員の方への入会案内などにご協力下さればと
思います。また、同窓会事務局メンバーの当該会合への参加にご理解頂き、
PR等をご了解下されば幸いです。                                           etc･･･

開催実績
　社会福祉学科第3期生同期会（平成19年２月３日開催）
　保健福祉学科・健康スポーツ福祉学科同窓会（平成20年８月16日開催）

　その他、こちらからもご相談に応じて戴きたい点等もありますので、開催を
ご計画の方は、是非一度ご連絡下さい。

吉備国際大学では、卒業生の皆様に国家試験への
合格のためのサポートを行います。

模　擬　試　験
自らの実力を見極めることができます。

11月27日（土）主催：福祉教育カレッジ
申込締切　10月15日(金)　受験料　4,200円

※ 受験希望の場合、自宅受験となります。
来年度も同時期に実施していく予定です。随時、エクステンションセンター HP
に掲載していきますので、そちらをご覧下さい。
申込の詳細はHPへアクセスまたは下記までお問い合わせ下さい。

吉備国際大学エクステンションセンター
〒716-8508　岡山県高梁市伊賀町８
TEL（0866）22-3720　　FAX（0866）22-1028
ＨＰ：http://www.kk- jei.co.jp/extension/01.html
E-mail:skillup@kk- jei.co.jp

　現在、本学園設置校(吉備国際大学、九州保健福祉大学、吉備国
際大学短期大学（順正短期大学）、順正高等看護専門学校、九州保
健福祉大学総合医療専門学校)の入学を希望する方〈ただし、通信
制を除く〉に対し、子弟入学制度を設けています。設置校ごとに
実施されます入試区分を受験し合格した方に対し、入学金半額免
除の特典が与えられます。
　子弟入学の資格が認められる方は次のいずれかに該当される方
とします。

（１）父親または母親が本学を卒業している者。
（２）兄弟または姉妹が本学を卒業している者及び在学中の者。
（３）兄弟、姉妹が同一学年に同時入学する場合のどちらか１名。

申請手続きにつきましては事前に入試広報室へお問い合わせ下さ
い。専願の入試区分に出願する場合、別途定められた様式「子弟
入学申込書」並びに関係書類を提出して下さい。また、一般入試
区分等の場合、入学式までに同申請書類を提出いただきます。こ
の場合、入学金半額の特典は、後期納付金で調整します。

（問い合わせ先）
　学校法人　順正学園　入試広報室
　ＴＥＬ　0866－22－7178　ＦＡＸ　0866－22－0768
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国試対策で実績の高い『東京アカデミー』岡山駅前校で対策講座の受講を希
望する方は、吉備国卒と申し入れすれば講座料が10％引きで受講できます。

国試対策講座

毎年、年5回模擬試験を実施しています。
 今年度実施実績
 ７ /17（土） 中央法規 …………………………………………… 申込終了
 ９ /25（土） 東京アカデミー …………………………………… 申込終了
 10 /23（土） 精神保健福祉士養成校協会 ……………………… 申込終了
 10 /24（日） 社会福祉士養成校協会 …………………………… 申込終了
 11 /27（土） 福祉教育カレッジ …………………………… 10/15㈮〆


